
新たな門出
　1月10日（日）、山陽ふれあい
公園で成人式が行われました。

（関連記事：2〜3ページ）



　故増田暢士氏の絵画がご家族から赤磐市に寄
附されました。
　これは増田氏が高陽中学校や赤坂中学校で教
壇に立っていたことや、赤磐市内にアトリエを構え
ていたという縁があったことによるもので、故人
の遺志でもあります。
　寄附いただいた絵画は、中央図書館に展示して
ありますので、ご覧ください。

広報あかいわ（平成22年2月号） 2

広報あかいわ
No.59（平成22年2月1日）

赤磐市の人口（1月1日現在）
　●人口…45,209人（＋1）
　●男…21,602人（＋6）　●女…23,607人（−5）
　●世帯数…16,798世帯（＋8）

（　）内は12月1日との差

2 成人式

4 消防出初式

6 市政だより

8 まもなく申告が始まります

10 公民館へ行こう

11 ズームアップ図書館

暮らしのカレンダー

14 スポーツトピックス

15
わたしのあなたの健康 58

「大切な幼児期の食事」

16
情報BOX

「小学校入学前のＭＲワクチン予防接種」ほか

20
読者のページ
一口メモ「野菜たっぷり吉野汁」

22
まちのわだい

「受賞おめでとう」ほか

24
ふるさと探訪 58 

「稲蒔の竹筆軸」

CONTENTS

〜
成
人
式
の
始
ま
り
〜

　

成
人
を
祝
う
儀
礼
は
古
く
か
ら
あ

り
、男
子
に
は
元げ
ん
ぷ
く服・褌
ふ
ん
ど
し
い
わ
い
祝
、女
子
に
は

裳も

ぎ着・結け
っ
ぱ
つ髪

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。文
化

人
類
学
や
民
俗
学
で
は
、こ
う
し
た
も

の
を
通
過
儀
礼（
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョン
）の
一

つ
と
し
て
扱
って
い
ま
す
。

　

日
本
で
の
今
日
の
形
態
の
成
人
式
は
、

終
戦
間
も
な
い
昭
和
二
十
一（
一
九
四
六
）

年
十
一
月
二
十
二
日
、埼
玉
県
北
足
立

郡
蕨わ
ら
び

町（
現
蕨
市
）で
実
施
さ
れ
た「
青

年
祭
」が
ル
ー
ツ
と
な
って
い
ま
す
。

　

敗
戦
に
よ
り
虚
脱
の
状
態
に
あ
っ
た

当
時
、次
代
を
担
う
青
年
た
ち
に
明
る

い
希
望
を
持
た
せ
励
ま
す
た
め
、当
時

の
埼
玉
県
蕨
町
青
年
団
長
高
橋
庄
次

郎
が
主
唱
者
と
な
り
青
年
祭
を
企
画
、

会
場
と
な
っ
た
蕨
第
一
国
民
学
校（
現

蕨
市
立
蕨
北
小
学
校
）の
校
庭
に
テ
ン

成人おめでとう
〜437人が
　　大人の仲間入り〜

謝辞を述べる三木祐太朗さん、角田真理さん
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新
成
人
た
ち
の
門
出
を
祝
う「
赤
磐
市

成
人
式
」が一月
十
日
㈰
、山
陽
ふ
れ
あ
い

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
の
対
象
者
は
、男
性
が

二
百
十
四
人
、女
性
が
二
百
二
十
三
人
の

計
四
百
三
十
七
人
。こ
の
日
、市
外
か
ら

の
出
席
者
も
含
め
三
百
八
十
五
人
が
出

席
。中
学
時
代
の
友
人
や
恩
師
ら
と
と
も

に
”二
十
歳
の
門
出
“を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
は
、砂
川
清
流
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
勇
壮
な
太
鼓
演
奏
で
幕
開
け
。続

い
て
市
長
、議
長
を
は
じ
め
来
賓
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、久
し
ぶ
り
に
会
う

友
人
や
恩
師
ら
と
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、

談
笑
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

▲厳かな雰囲気の中、式典が行われました。 ▲砂川清流太鼓の太鼓演奏

◀
司
会
を
務
め
た
国
光
千
尋
さ
ん
、黒
田
沙
織
さ
ん

ト
を
張
り
、青
年
祭
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の「
成
年
式
」が
全
国
に
広
ま
り
現

在
の
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。蕨
市
で

は
現
在
も「
成
年
式
」と
呼
ば
れ
て
お

り
、昭
和
五
十
四（
一
九
七
九
）年
の
成
人

の
日
に
は
市
制
施
行
二
十
周
年
、成
人

の
日
制
定
三
十
周
年
を
記
念
し
て
同
市

内
の
蕨
城
址
公
園
に「
成
年
式
発
祥
の

地
」の
記
念
碑
が
同
市
に
よ
っ
て
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

蕨
市
の「
青
年
祭
」に
影
響
を
受
け

た
国
は
、昭
和
二
十
三（
一
九
四
八
）年

に
公
布・施
行
さ
れ
た
祝
日
法
に
よ
り
、

「
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、み

ず
か
ら
生
き
ぬ
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝

い
は
げ
ま
す
」の
趣
旨
の
も
と
、翌
年
か

ら
一
月
十
五
日
を
成
人
の
日
と
し
て
制

定
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
、ほ
と
ん
ど
の
地
方
で

成
人
式
は
こ
の
日
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、平
成
十

（
一
九
九
八
）年
の
祝
日
法
改
正（
通
称

ハッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
法
）に
伴
っ
て
、平
成

十
二（
二
〇
〇
〇
）年
よ
り
成
人
の
日
は

一
月
第
二
月
曜
日
へ
移
動
し
ま
し
た
。

▲式典終了後に行われたじゃんけん大会
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岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

❖
功
労
章

【
山
陽
方
面
隊 

副
方
面
隊
長
】

　
景
田　
保
政　

【
熊
山
方
面
隊 

副
方
面
隊
長
】

　
武
内　
輝
昭

【
吉
井
方
面
隊 

副
方
面
隊
長
】

　
末
石　
憲
史

【
消
防
本
部 

消
防
司
令
】

　
枝
光　
正
治

❖
表
彰
章

【
山
陽
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
福
圓　
章
浩
／
森
廣　
律
雄

【
山
陽
方
面
隊 

副
分
団
長
】

　
山
本　
高
広

【
赤
坂
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
脇
坂　
　
修

【
赤
坂
方
面
隊 

機
動
部
長
】

　
妹
尾　
直
樹

【
熊
山
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
寺
見　
徹
也
／
岩
藤　
　
元

【
熊
山
方
面
隊 

副
分
団
長
】

　
小
野　
一
朗
／
日
笠　
敏
寛

【
吉
井
方
面
隊 
指
導
部
員
】

　
平
尾　
敬
二
／
高
原　
直
樹

【
吉
井
方
面
隊 
副
分
団
長
】

　
安
光　
博
重

【
消
防
本
部 

消
防
司
令
補
】

　
片
山　
圭
司

❖
青
年
章

【
山
陽
方
面
隊 

団
員
】

　
山
下　
智
正

【
熊
山
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
原　
　
一
史

【
吉
井
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
近
藤　
　
淳

❖
精
勤
章

【
山
陽
方
面
隊 

班
長
】

　
光
田　
尚
人

【
山
陽
方
面
隊 

団
員
】

　
遠
藤　
健
一
／
元
宗　
克
彰

　
藤
原　
啓
尋
／
中
永　
哲
彦

　
小
坂　
裕
和
／
岡
村　
　
巧

【
赤
坂
方
面
隊 

副
方
面
隊
長
】

　
橋
本　
重
信

【
赤
坂
方
面
隊 

部
長
】

　
常
安　
　
伸
一

【
赤
坂
方
面
隊 

班
長
】

　
常
安　
里
志

【
赤
坂
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
髙
馬　
　
仁

【
赤
坂
方
面
隊 

団
員
】

　
松
岡　
道
則
／
片
岡　
丈
久

【
熊
山
方
面
隊 

部
長
】

　
和
気　
政
敏
／
村
田　
憲
司

【
熊
山
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
岡
本　
康
孝

【
熊
山
方
面
隊 

団
員
】

　
岩
藤　
智
靖
／
岡
崎　
文
隆

　
実
盛　
　
昇
／
西
本　
幹
夫

　
和
気　
弘
明

【
吉
井
方
面
隊 

班
長
】

　
久
延　
正
美

【
吉
井
方
面
隊 

団
員
】

　
平
井　
正
広
／
楢
原　
宏
暢

　
楢
原　
和
紀

【
消
防
本
部 

消
防
司
令
補
】

　
納
所　
浩
典
／
三
宅　
　
力

備
前
地
区
消
防
連
絡

協
議
会
長
表
彰

【
山
陽
方
面
隊 

機
動
部
長
】

　
川
原　
達
也

【
山
陽
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
小
坂
真
佐
之

【
赤
坂
方
面
隊 

分
団
長
】

　
光
川　
伸
一

【
赤
坂
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
髙
馬　
　
仁

【
熊
山
方
面
隊 

分
団
長
】

　
宗
延　
　
智
／
武
本　
昌
也

【
吉
井
方
面
隊 

指
導
部
員
】

　
中
務　
浩
行

【
吉
井
方
面
隊 

副
分
団
長
】

　
近
江　
　
敏

▲昨年の一斉放水の様子

力強く厳かに出初式
　1月17日㈰、山陽ふれあい公園総合体育館で赤磐市消防出初式が開かれました。
　当日は、市民の生命と財産を守るため活動する、消防職団員の代表者約600人が勢ぞろ
いし、力強く厳かに出初式が行われました。

平成21年度優良消防職団員表彰受章者（敬称略）
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赤磐市消防団員募集！！
　消防団は、それぞれ仕事を持ちながら、「自分の地域は自分たちで守る」という精神に基づき、地域の安心・安全
を守るために活躍している人たちが集まる消防機関の一つです。
　火災発生時の消火活動、地震や風水害などの災害発生時の救助・救出活動、警戒巡視、災害防ぎょ活動などに従
事し、地域住民の生命や財産を守るために活躍しています。また、災害発生時だけでなく、平常時にも訓練、防火指
導、広報活動など防災力の向上や地域に密着したコミュニティ活動などに「地域の防災リーダー」として重要な役
割を担っています。
　女性消防団員には、火災予防や地域防災などの広報・啓発活動を主に、消防団が行う各種行事への参加、災害時
の後方支援などを行っていただく予定です。

■募集人員
　消防団は市内４方面隊の分団各部の構成ですので、それぞれの部の定数に欠員を生じた人員数となります。
入団希望があれば該当の分団各部との協議調整により入団いただくことをご承知ください。　

■資　　格
◦赤磐市に居住し、または勤務場所を有する年齢18歳以上50歳未満の人
　（ただし、任命権者が特に必要と認めた場合は、この限りでない）
◦健康で防災意欲、ボランティア精神の旺盛な人

■募集期間
２月２８日㈰まで

■消防団員の処遇
◦条例に基づき年報酬・手当を支給します。
◦活動に必要な被服を貸与します。
◦公務災害補償、退職報償金、表彰などの制度があります。

■問い合わせ・申し込み先
◦消防本部消防総務課消防団係（山陽方面隊）　☎９５５-２２４５
◦赤 坂 支 所 内 消 防 団 担 当（赤坂方面隊）　☎９５７-２２２２
◦熊 山 支 所 内 消 防 団 担 当（熊山方面隊）　☎９９５-１２１１
◦吉 井 支 所 内 消 防 団 担 当（吉井方面隊）　☎９５４-１１１１

女性消防団員
歓迎!!

団吉

4 月 採 用 予 定
  

◆
消
火
器
の
破
裂
事
故
に
注
意

　

消
火
器
は
圧
力
容
器
で
す
。取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
一
年
九
月
大
阪
市
の
屋
外
駐
車
場
で
小
学

四
年
生
の
男
児
が
古
い
消
火
器
に
触
っ
て
い
た
と
こ
ろ
突

然
破
裂
し
意
識
不
明
の
重
体
と
な
る

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
故
の
原
因
は
、製
造
か
ら

二
十
年
を
経
過
し
た
消
火
器
が
屋
外

で
雨
水
に
さ
ら
さ
れ
、本
体
が
腐
食

し
て
い
た
た
め
レ
バ
ー
操
作
に
よ
り
加

わ
っ
た
圧
力
で
破
裂
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
腐
食
し
た
消
火
器
は
操
作
し
な
い

⃝
変
形
し
た
消
火
器
は
操
作
し
な
い

  

◆
古
く
な
っ
た
消
火
器
の
処
分

　

消
火
器（
使
用
済
み
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
消
火
器
具
を
除

く
）の
処
分
は
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
行
って
い
ま
せ
ん
。

　

有
料
と
な
り
ま
す
が
、購
入
店
ま
た
は
消
火
器
を

扱
って
い
る
専
門
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

  

◆
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
器
具
の
事
故
防
止

　

赤
磐
市
内
で
昨
年
、エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
器
具

（
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
製
）が
破
裂
す
る
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。原
因
は
容
器
内
面
の
腐
食
が
進
行
し
内
圧
に

耐
え
ら
れ
な
く
な
り
破
裂
し
た
も
の
で
す
。

　

保
障
期
間
が
二
〇
〇
五
年
以
前
の「
ヤ
マ
ト
ボ
ー
イ
Ｋ

Ｔ
」「
Ｆ
Ｍ
ボ
ー
イ
Ｋ
」を
お
持
ち
の
人
は
次
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク 

☎
０
１
２
０（
８
０
１
）０
８
４

お
宅
の
消
火
器
は

大
丈
夫
で
す
か
？

消火器



市 政 だ よ り

広報あかいわ（平成22年2月号） 6

平
成
二
十一年
度

事
務
事
業
評
価
結
果　

　
「
事
務
事
業
評
価
制
度
」は
、市
の
実

施
し
て
い
る
個
々
の
事
務
や
事
業
に
つ
い

て
、そ
の
目
的
・実
施
内
容・費
用
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、そ
の
成

果
を
数
値
化
し
な
が
ら
点
検
す
る
こ
と

で
、事
務
事
業
の
改
善
や
見
直
し
を
行

い
、予
算
編
成
や
機
構
改
革
な
ど
本
市

の
行
財
政
改
革
は
も
ち
ろ
ん
職
員
の
意

識
改
革
に
も
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

本
年
度
は
、二
百
二
十
七
の
事
務
事

業
を
評
価
し
ま
し
た
。

■
平
成
二
十
一
年
度
事
務
事
業
評
価
結
果

①「
拡
大・充
実
」…
二
事
務
事
業

②「
現
状
維
持
」…
二
十
八
事
務
事
業

③「
改
善
」…
百
七
十
五
事
務
事
業

④「
縮
小
」…
十
七
事
務
事
業

⑤「
統
合
」…
一
事
務
事
業

⑥「
廃
止
」・「
終
期
設
定
」…
四
事
務
事
業

　

各
事
務
事
業
の
評
価
結
果
に
つ
い
て

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、本
庁
行
政
改
革
推
進
室
と
各
支

所
市
民
生
活
課（
総
務
係
）で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
本
庁
行
政
改
革
推
進
室

　

☎（
９
５
５
）１
７
４
５

人
権
擁
護
委
員
に

松
岡
里
子
さ
ん
が
就
任

　

四
期
十
二
年

と
い
う
長
き

に
わ
た
り
人

権
擁
護
委
員

と
し
て
活
動
い
た

だ
い
た
赤
坂
地
域
の
周
藤
光
信
さ
ん
が

十
二
月
末
を
も
って
、任
期
満
了
と
な
り

退
任
さ
れ
、新
し
く
松
岡
里
子
さ
ん
が

委
員
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
さ

れ
て
い
る
人
た
ち
で
す
。地
域
の
中
で
人

権
思
想
を
広
め
、地
域
住
民
の
人
権
が

侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、法
務

局
と
連
携
し
な
が
ら
、市
民
の
人
権
を

守
る
た
め
に
、中
立・公
正
な
立
場
で
人

権
相
談
や
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

人
権
相
談
は
、各
地
域
で
定
期
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。身
近
な
問
題
で
お

困
り
の
人
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
市
民
課
人
権・男
女
共
同
参
画
係

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
４

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

給
付
お
よ
び
設
置

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
二
十
三

年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
す
べ
て
の
家
屋

に
つ
い
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

赤
磐
市
で
は
、安
全
の
確
保
お
よ
び

不
安
の
解
消
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
国
の
地
域
活
性
化・経
済
危
機
対

策
事
業（
今
年
度
限
り
）を
活
用
し
、独

居
高
齢
者
お
よ
び
重
度
障
害
者
な
ど
の

う
ち
、低
所
得
者
に
対
し
て
無
償
で
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
給
付
お
よ
び
設

置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

給
付
お
よ
び
設
置
を
希
望
さ
れ
る
人

は
二
月
二
十
六
日
㈮
ま
で
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

本
市
に
住
所
を
有
し
、か
つ
居
住
し
て

い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

で
、次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人①
六
十
五
歳
以
上
の
み
の
世
帯
に
属
す

る
人

②
一
級
か
ら
三
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
人

③
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人

④
一
級
ま
た
は
二
級
の
精
神
障
害
者
保
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健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
人

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
５

⃝
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

⃝
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

☎（
９
９
５
）１
２
９
３

⃝
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

☎（
９
５
４
）１
３
７
４

赤
磐
市
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動

計
画（
素
案
）に
対
す
る
意
見
募
集

　

市
で
は
、現
在
平
成
二
十
二
年
度
か

ら
五
年
間
の
子
育
て
支
援
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画（
素
案
）に
対
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
対
象
者

　

市
内
に
在
住・勤
務・在
学
の
人（
団

体
な
ど
を
含
む
）

■
資
料
の
閲
覧
方
法

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

②
窓
口
で
の
閲
覧（
平
日
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
）

　

◦
本
庁
社
会
福
祉
課

　

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課

■
意
見
の
募
集
期
間

　
二
月
一
日
㈪
～
二
月
二
十
六
日
㈮

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の
意
見
提
出
用
紙（
本
庁
社
会

福
祉
課
、ま
た
は
各
支
所
健
康
福
祉
課

へ
備
え
付
け
）に
住
所
、氏
名
、連
絡
先

お
よ
び
本
計
画
に
対
す
る
意
見
を
記
入

の
上
、郵
送・Ｆ
Ａ
Ｘ・持
参
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
）。

■
そ
の
他

⃝
電
話
に
よ
る
意
見
の
提
出
は
で
き
ま

せ
ん
。

⃝
ご
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
し

ま
せ
ん
。

⃝
提
出
さ
れ
た
記
載
内
容
は
、住
所・氏

名・連
絡
先
を
除
き
公
開
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

⃝
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、内

容
ご
と
に
整
理・分
類
し
た
上
で
、後

日
公
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ・提
出
先

⃝
赤
磐
市
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

〒
７
０
９
︲
０
８
９
８

　

赤
磐
市
下
市
三
四
四

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
５

　

FAX（
９
５
５
）１
１
１
８

赤
磐
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

一
部
改
訂（
素
案
）に
対
す
る
意
見
募
集

　

市
で
は
、総
合
計
画
の
基
本
目
標
四

に
掲
げ
る『
産
業
振
興
に
よ
る
魅
力
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』を
着
実
に
推

進
す
る
た
め
、産
業
振
興
ビ
ジ
ョン
の
策

定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、都
市
地
域
で
の
土
地
利
用
計
画

と
の
整
合
を
図
る
観
点
か
ら
、都
市
計

画
で
も
、そ
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、施
策
の
実
現
性
を
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
き
、都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
一
部
を
改
訂
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
素
案
に

対
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

■
意
見
の
提
出
対
象
者

　

市
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
人

■
資
料
の
閲
覧
方
法

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

②
窓
口
で
の
閲
覧（
平
日
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
）

　

◦
本
庁
都
市
建
設
課

　

◦
各
支
所
産
業
建
設
課

■
意
見
の
募
集
期
間

　
二
月
一
日
㈪
～
二
月
二
十
六
日
㈮

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の
意
見
提
出
用
紙（
本
庁
都
市

建
設
課
、ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

へ
備
え
付
け
）に
住
所
、氏
名
、連
絡
先

お
よ
び
本
件
に
対
す
る
意
見
を
記
入
の

上
、郵
送・Ｆ
Ａ
Ｘ・持
参
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
）。

■
そ
の
他

⃝
電
話
に
よ
る
意
見
の
提
出
は
で
き
ま

せ
ん
。

⃝
ご
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
し

ま
せ
ん
。

⃝
提
出
さ
れ
た
記
載
内
容
は
、住
所・氏

名・連
絡
先
を
除
き
公
開
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

⃝
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、内

容
ご
と
に
整
理・分
類
し
た
上
で
、後

日
公
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ・提
出
先

⃝
赤
磐
市
都
市
建
設
課

　

〒
７
０
９
︲
０
８
９
８

　

赤
磐
市
下
市
三
四
四

　

☎（
９
５
５
）１
４
８
７

　

FAX（
９
５
５
）６
８
６
０
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　市の申告相談を利用される人は、9ページ掲載の『申告相談日程表』をご確認の上、混雑緩和のため、できるだけ
ご自分の地区別指定日に該当の会場へお越しください。
　桜が丘西地域の人は、2月24日㈬から3月2日㈫の間、「桜が丘いきいき交流センター」で相談をお受けします。
この期間に限り、山陽（本庁）会場では相談を受けることができませんので、くれぐれもご注意ください！
　市県民税（住民税）申告は、本庁の税務課窓口でも受け付けます。こちらは地区別指定日がありませんので、ご
都合の良い相談日にお越しください。
　ご自身で申告書が作成できた人は、本庁の申告会場の受付に「申告書収受ポスト」を設置しますので、ご投入い
ただければ、住民税申告書は税務課で受け付け、また、確定申告書については税務課から瀬戸税務署へ回付します。
なお、申告書は郵送で提出することもできます。申告書に記入し、所得や控除の証明となる必要資料を添付して、確
定申告書は瀬戸税務署へ、住民税申告書は本庁税務課へお送りください。

以下のことを厳守してください！！

◇土地建物・株式等の譲渡所得、先物取引による所得を申告される人、営業所得・不動産所得を申告される人、
住宅借入金等特別控除を申告される人、青色申告をされる人は、瀬戸税務署で申告をしてください。また、瀬
戸税務署から別に案内のあった人も、瀬戸税務署で申告をしてください。

◇農業所得・営業所得・不動産所得を申告される人は、必ず事前に「収支内訳書」を作成しておいてください。

今一度ご確認ください！！

◇平成２１年中に満期や解約のあった生命保険や損害保険などはありませんか？
　これらは「一時所得」に該当しますので、場合によっては申告が必要です！
　　　◎一時所得の金額 ＝ 保険金の支払金額－必要経費（既払込保険料等） － 特別控除額５０万円

　　＊上記で算出した額の2分の１が課税の対象となります。　　　　　　　　　　　

◇公的年金等以外に、個人で掛けている郵便局や農協・生命保険会社などの年金があるときは、「雑所得」として
申告が必要です。郵便局や農協・生命保険会社などから「年金支払のお知らせ」が届いていませんか？

　　　◎雑所得〈個人掛け年金〉の金額 ＝ 年金の支払金額 － 必要経費（年金の支払金額に対応する保険料）

《税務署の開設する確定申告会場》
　今年は、次の表のとおり会場が設けられます。土曜日・日曜日・祝日は税務署の閉庁日であり、申告相談も窓口で
の申告書受け付けも行いませんが、２月２１日・２月２８日の日曜日に限り、ママカリフォーラムの申告会場で相談お
よび受け付けを行いますので、平日ご都合のつかない人は、そちらをご利用ください。
　申告書は、郵送や税務署の「時間外収受箱」への投函などによっても提出することができます。
　電子申告（e-Tax）は、確定申告期間中２４時間ご利用いただけます。
　また、申告書の作成には、国税庁ホームページ（http://ｗｗｗ.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」をご
活用ください！

内　　　容 開　設　日 相　談　時　間 会　　　場

還付申告 ２月 ３日㈬～２月１５日㈪
※ただし、土・日・祝日を除く ９：００ ～ １７：００

（受付は１６時まで）
岡山市北区駅元町１４番１号

ママカリフォーラム
（岡山コンベンションセンター２階）申告全般 ２月２１日㈰・２月２８日㈰

申告全般 ２月１６日㈫～３月１５日㈪
※ただし、土・日を除く

９：００ ～ １７：００
（受付は８：３０～１６：００）

岡山市東区瀬戸町瀬戸７０
瀬戸税務署 ☎086-952-1155

まもなく申告が始まります
申告期間 : ２月１６日㈫〜３月１５日㈪

平成２１年分所得税・平成２２年度市県民税
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■山陽会場　※高月･西山公民館は廃止しました。
月 日 曜 対象地区 会　　場
２ 16 火 馬屋・岩田

赤 磐 市 役 所
（ ２ 階 大 会 議 室 ）

17 水 和田・穂崎
18 木 長尾・立川
19 金 河本・下市
22 月 熊崎・南方・斎富
23 火 沼田・中島
24 水 日古木・二井・高屋
25 木 上市・正崎・五日市
26 金 尾谷・津崎・神田

3 1 月 鴨前・西中・斗有
2 火 下仁保・上仁保
3 水 山陽１・２丁目
4 木 山陽３・４丁目
5 金 山陽５・６・７丁目
8 月 山陽団地全域
9 火 山陽全地区
10 水 山陽全地区
11 木 山陽全地区
12 金 山陽全地区
15 月 山陽全地区

■熊山会場 および 桜が丘会場
月 日 曜 対象地区 会　　場
２ 16 火 可真下・可真上

桜 が 丘 い き い き
交 流 セ ン タ ー

17 水 弥上・野間・稗田・石蓮寺
18 木 桜が丘東１・２丁目
19 金 桜が丘東３・４丁目
22 月 桜が丘東５・６丁目
23 火 可真・桜が丘東全域
24 水 桜が丘西１･２･３丁目
25 木 桜が丘西４・５丁目
26 金 桜が丘西６・７丁目

3 1 月 桜が丘西８･９･10丁目
2 火 桜が丘西全域
3 水 沢原・佐古

く ま や ま ふ れ あ い
セ ン タ ー

4 木 殿谷・岡・酌田
5 金 円光寺・吉原
8 月 河田原・釣井
9 火 徳富・小瀬木・松木・勢力
10 水 千躰・奥吉原
11 木 小野田・豊田全域
12 金 熊山全地区
15 月 熊山全地区

■赤坂会場
月 日 曜 対象地区 会　　場
２ 16 火 出屋･小原･奥小原･小原上

笹 岡 公 民 館17 水 坂辺・下分
18 木 惣分･大屋･大屋下･山手
19 金 町苅田

赤 坂 支 所
（ ２ 階 大 会 議 室 ）

22 月 大苅田
23 火 東窪田
24 水 西窪田
25 木 由津里
26 金 山口

3 1 月 西軽部
2 火 東軽部
3 水 南佐古田･北佐古田･今井
4 木 多賀
5 金 赤坂全地区
8 月 赤坂全地区
9 火 赤坂全地区
10 水 赤坂全地区
11 木 赤坂全地区
12 金 赤坂全地区
15 月 赤坂全地区

■吉井会場　※竜天･布都美･佐伯北会場は廃止しました。
月 日 曜 対象地区 会　　場
２ 16 火 塩木・平山

仁 美 農 村
振 興 セ ン タ ー

17 水 仁堀東
18 木 仁堀中
19 金 仁堀西
22 月 戸津野・中勢実
23 火 小鎌中･小鎌上･西勢実
24 水 合田･中畑･石上･小鎌下･広戸
25 木 仁軒屋･石･八島田･暮田

吉 井 支 所
（ ２ 階 会 議 室 ）

26 金 稲蒔･高田･光木
3 1 月 黒本

2 火 黒沢
3 水 滝山・中山
4 木 是里全域
5 金 河原屋・草生
8 月 周匝（中之町）
9 火 周匝（下之町）
10 水 周匝（中之町･下之町以外）
11 木 中村
12 金 福田
15 月 吉井全地区

問い合わせ・郵送先
▪所得税：瀬戸税務署 個人課税部門　〒709-0861 岡山市東区瀬戸町瀬戸70　☎952-1155

▪住民税：本 庁 税 務 課  市 民 税 係　〒709-0898 赤磐市下市344　☎955-0951

申 告 相 談 日 程 表
《申告相談受付時間》 午前９時～午後４時



★講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。
★定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
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熊山公民館（松木623 ☎995-1360）

★ドキドキ講座 『自然観察会』
　自然大好き人間集まれ！赤磐市内に生息する鳥
について観察してみよう。
■日　時　２月２７日㈯  ９：００～１１：００
■場　所　城山公園（赤磐市周匝） ※雨天中止
■内　容　里山の鳥観察
■定　員　３０人　　■参加費　無料
■申込期間　～開催日前日まで

★～ずっと元気ですごすために～
　健康講座とストレッチ体操を学ぼう！
　年を重ねると誰でも、体の運動感覚が衰えてきま
す。高齢化社会にむけて健康体操で、いきいき・はつ
らつと元気に過ごしましょう。
■日　時　３月１１日㈭  １３：００～１５：００
■講　師　竜操整形リハビリテーション科
■対　象　成人　　■定　員　３０人
■参加費　無料
■申込期間　～開催日前日まで

西山公民館（西中220-1 ☎955-0777）

★生キャラメル＆生チョコづくり教室
　バレンタインの前日、楽しく作ってみませんか。
■日　時　２月１３日㈯  ９：００～１３：００
■講　師　阿部　千枝子
■対　象　中学生～成人
■定　員　１２人　
■参加費　５００円（材料費込み）
■申込期間　２月３日㈬～

★山陽公民館まつり
　山陽公民館グループの日ごろの学習成果を発表
します。皆さんお誘い合わせの上ぜひお越しくださ
い。
■日　時
　３月６日㈯ １０：００～１６：００…展示発表
　３月７日㈰ １０：００～１６：００…展示発表・舞台発表
　※両日とも 公民館グループによる出店コーナー
　　があります。
■場　所　山陽公民館（山陽団地郵便局裏）

－その他公民館所在地・連絡先－
　●中央公民館（下市337 ☎955-0069）
　●赤坂公民館（町苅田507 ☎957-2211）
　●吉井公民館（周匝136-1 ☎954-1379）
　●高月公民館（穂崎848-1 ☎086-229-9777）
　●山陽公民館（山陽1-10 ☎955-9777）
　●笹岡公民館（坂辺9 ☎957-2214）

　　　　　　　※電話をおかけの際は番号のお間違いの
　　　　　　　　ないようお気をつけください。

熊山公民館主催講座西山公民館主催講座

１年間の活動を披露



中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

２月２２日㈪～２月２６日㈮
蔵書点検のため臨時休館
　利用者の皆様にはご迷惑を
おかけしますが、ご協力お願い
いたします。なお、休館中は下
記にご注意ください。

①本の返却は返却ポストをご
利用ください。

　※赤磐市立図書館以外の図
書館で借りた本は入れな
いでください。

　※ＣＤ・ＤⅤＤ・ビデオなど視
聴覚資料は開館後カウン
ターへお願いします。

②インターネット予約は休館中
も利用可能ですが、予約受
付および連絡は2月27日以
降になります。休館中は資料
情報、貸出状況のデータ更
新は行いません。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28

利用案内
2月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

★電話をおかけの際は、番
号のお間違えのないよ
うお気をつけください。

赤坂
（24,283冊）

吉井（29,323冊）

熊山
（32,726冊）

中央（149,145冊）

（　）は図書館蔵冊数
H21.12月現在
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■日　時／２月２０日㈯ 14：00～
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■内　容
　『不良少年の夢』（日本語字幕付き／114分）
　　どこにも行き場を失った不良少年、義

家弘介が雪の余市駅へ降り立った。そこ
でさまざまな人と出会い、家庭のぬくも
りを知り、義家の心の氷は次第に溶けて
いく。松山ケンイチ主演。

■日　時／2月6日㈯ 14：00～15：00
■場　所／くまやまふれあいセンター
■内　容／すてきな絵本、パネルシアター
　など楽しいおはなしがいっぱい！！ 紙芝居
　おじさんもやってきます！ 皆さん見に来
　てね！

おはなしたまてばこ きらり☆しあたー：おとな版 

　★開館時間／10：00～18：00
　　（中央図書館のみ木曜日は20：00まで開館）
　★貸し出し／１人図書２０冊まで、視聴覚資料は４点まで
　★貸出期限／２週間

①貸し出しは無料です…貸し出しには利用者カード
が必要です。まだ持っていない人は、免許証・保険
証など住所・氏名が確認できるものをお持ちにな
って申し込んでください。赤ちゃんから作れます。

（小学生以下のお子さんは保護者が申請してく
ださい）

②貸出期限の延長ができます…ほかの人の予約が
なければ延長できます。貸出日翌日から返却予定
日当日までの開館時間内に来館または電話でできます。返却処理をした後の延長は
できませんので、必ず返却前に声をかけてください。

③人気の本を予約できます…書架に並んでいなくても読みたい本があれば予約してく
ださい。順番が来たら連絡します。毎日１回司書による「資料搬送便」が4図書館をまわ
っています。市内他館にあればすぐに取り寄せできます。予約は電話でも来館時に予
約カードに書くこともできます。

④ご自宅のパソコンや携帯電話のホームページから手軽に予約ができます（事前に登録が必要）
　▶URL（パソコン）…http://book.city.akaiwa.lg.jp/index.html
　▶URL（携帯）…http://book.city.akaiwa.lg.jp/mobile/
⑤図書館にない本も借りられます…新たに購入したり、県内・県外のから取り寄せたりし

て貸し出します。
⑥閉館時はブックポストに返却できます…夜間、休館日の返却は各図書館に設置してい

るブックポストをご利用ください。ただし、視聴覚資料（ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオ）は破損防止
のため、開館時間内にカウンターで返却をお願いします。

◎このほか、調べもののお手伝いなどお役にたついろいろなサービスがあります。
　赤磐市の図書館は全国の図書館とつながっています。お気軽にご利用ください。

※延滞資料がある場合はできないサービスもありますのでご注意ください。

聴覚障害を持っている
人にも字幕スーパーで
お楽しみいただけます。

図書館ってこんなに便利!!
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27
28

■
施

設
紹

介
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園
フ

ィ
ット

ネ
ス

コ
ー

ト
　

今
年

度
も

１
月・２

月
の

夜
間（

１７
時

～
２１

時
）の

時
間

帯
に

フ
ィ

ット
ネ

ス
コ

ー
ト

を
営

業
致

し
ま

す
。寒

い
季

節
で

は
あ

り
ま

す
が

、
皆

さ
ん

の
ご

利
用

を
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。こ

の
期

間
は

夜
間

管
理

人
が

い
ま

せ
ん

の
で

詳
し

い
ご

利
用

方
法

は
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

に
お

た
ず

ね
下

さ
い

。
◆

ご
利

用
料

金
　

１
面

１
時

間
…

市
内

３００
円

／
市

外
６００

円
◆

照
明

料
金

　
１

面
１

時
間

…
市

内
３００

円
／

市
外

６００
円

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

山陽ふれあい公園

トレーニング
ル

ー
ム

トレーニングルーム
初

心
者

講
習

実
施

日
休館日

★
休館日

休館日

★
休館日

★
休館日

★
★

屋
　

内
プ

ー
ル

10:00

〜12:00
○

○
○

○
○

○
○

○
○

14:00

〜16:00
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

18:30

〜20:30
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

吉
井

Ｂ
＆

Ｇ
海

洋
セ

ン
タ

ー
休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

開
園

時
間

利
用

料
金

■
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園（
☎

955-4432）
〈

開
園

時
間

〉
　

9:00～
21:00（

日
曜

日・祝
日

は
17：00ま

で
）

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
は

、開
園

時
間

内
で

い
つ

で
も

利
用

で
き

ま
す

。
〈

利
用

料
金

〉
　

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

400円
／

中
学

生
以

下
…

200円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
300円

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

初
心

者
講

習
修

了
者

に
限

り
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
　

ま
す

が
電

話
予

約
が

必
要

で
す

。受
講

料
400円

／
再

受
講

料
300円

。日
曜

日
14：00～

、金
曜

日
18:30～

）

■
吉

井
B&G

海
洋

セ
ン

タ
ー（

☎
954-2323）

〈
開

園
時

間
〉

　
9:00～

21:00（
日

曜
日・祝

日
は

17：00ま
で

）
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

は
、開

園
時

間
内

で
い

つ
で

も
利

用
で

き
ま

す
。

〈
利

用
料

金
〉

　
◦

プ
ー

ル
 は

11月
～

3月
ま

で
お

休
み

し
ま

す
。

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
…

100円
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

の
ご

利
用

は
高

校
生

以
上

で
す

。

○
屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
●

屋
内

プ
ー

ル
一

般
開

放・水
中

健
康

教
室

　
★

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
初

心
者

講
習

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
あ

ま
の

耳
鼻

咽
喉

科
医

院
　

☎
９５５

-８１９１
㊩

道
満

医
院

 ☎
９５７

-２１１１
長

島
病

院
 ☎

９５２
-１３５５

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
う

え
の

内
科

小
児

科
医

院
　

☎
９５６

-０５０５
㊩

森
医

院
 ☎９５７

-２４００
粟

井
内

科
医

院
 ☎９５３-０６１７

㊩
赤

磐
医

師
会

病
院（

小
児

科
診

療
） 

　
☎

９５５
-６６８８

㊩
赤

磐
市

民
病

院
 ☎９９５-１２５１

近
藤

内
科

医
院

 ☎９５３-１６１０
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
梶

原
内

科
医

院
 ☎９５５-３７５０

㊩
景

山
医

院
 ☎

９９５
-２２９９

●
石

原
医

院
 ☎

９５２
-０１６２

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
片

山
医

院
 ☎０８６-２２９-２１６６

㊩
井

上
内

科
 ☎

９５４
-１９０２

●
うえ

お
か

内
科

医
院

 ☎９５２-５６６５
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

21
22

23
24

25
26

27

28
3/1

3/2
3/3

3/4
3/5

3/6
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チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
０

　
一
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

五
月
二
十
六
日
㈬
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
る「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」と
い
う
イ

ベ
ン
ト
に
、赤
磐
市
が
参
戦
し
ま
す
。

〈
ど
ん
な
ル
ー
ル
？
〉

　
毎
年
五
月
の
最
終
水
曜
日
に
、人

口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
市
町
村
間
で
、

午
前
零
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
間

に
十
五
分
間
以
上
継
続
し
て
何
ら

か
の
運
動
を
行
っ
た
住
民
の
参
加
率

（
㌫
）を
競
い
合
い
、敗
れ
た
場
合
は

対
戦
相
手
の
市
町
村
旗
を
庁
舎
の
メ

イ
ン
ポ
ー
ル
に
一
週
間
掲
揚
す
る
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ル
ー
ル
で
行
わ
れ

る「
ま
ち
の
威
信
と
名
誉
」を
か
け
た

住
民
総
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

〈
運
動
を
日
常
に
〉

　
あ
え
て
、平
日
の
水
曜
日
に
開
催

す
る
の
は
、運
動
を
日
常
に
取
り
入

れ
て
ほ
し
い
と
い
う
狙
い
か
ら
で
す
。

　

チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
は
従

来
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト

の
よ
う
に
一

部
の
限
ら
れ

た
人
た
ち
が
、

一
つ
の
会
場

に
集
ま
っ
て

【
場　
所
】

　
熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場

【
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
結
果
】

◦
優　
勝

　
男
子
一
部
／
磐
梨
中
学
校

　
男
子
二
部
／
ド
リ
ー
ム
ベ
ア
ー
ズ（
熊
山
）

　
女
子
二
部
／
ラ
ブ
ベ
ア
ー
ズ（
熊
山
）

　

Family

の
部
／
あ
だ
る
と
ベ
ア
ー
ズ（
熊
山
）

【
年
間
総
合
結
果
お
よ
び
個
人
賞
】

◦
優　
勝

　
男
子
一
部
／
磐
梨
中
学
校

　
男
子
二
部
／
ド
リ
ー
ム
ベ
ア
ー
ズ（
熊
山
）

◦
得
点
王

　
男
子
一
部
／
若
林
裕
樹（
磐
梨
中
学
校
）

　
男
子
二
部
／
中
嶋
鍊（
ド
リ
ー
ム
ベ
ア
ー
ズ
）

　

Family

の
部
／
中
嶋
尚
文（
あ
だ
る
と
ベ
ア
ー
ズ
）

◦
Ｇ
Ｋ
王

　
男
子
二
部
／
中
溝
篤（
ド
リ
ー
ム
ベ
ア
ー
ズ
）

　
女
子
二
部
／
三
浦
華
奈（
ラ
ブ
ベ
ア
ー
ズ
）

　

Family

の
部
／
田
渕
浩
二（
あ
だ
る
と
ベ
ア
ー
ズ
）

「
ピ
ー
チ
カ
ッ
プ 

中
四
国
女
子

ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
」最
終
節
、

赤
磐
市
で
開
催
！

　
今
年
度
設
立
さ
れ
た「
ピ
ー
チ
カ
ッ

プ 

中
四
国
女
子
リ
ー
グ
」最
終
節
が

赤
磐
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日　
時
】

　
一
月
三
十一日
㈰
九
時
開
会

【
場　
所
】

　
熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場

赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ン
ド･
ゴ
ル
フ
場

年
間
利
用
会
員
月
例
会
２
０
０
９

年
間
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

　

年
間
利
用
券
購
入
者
を
対
象

に
月
例
会（
現
在
ま
で
八
回
延
べ

六
百
四
十
人
参
加
）を
実
施
し
、十
二

月
二
十
五
日
に
そ
の
上
位
成
績
者

（
二
十
人
）に
よ
る
年
間
グ
ラ
ン
ド
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】（
赤
磐
市
関
係
者
）

※（　
）は
打
数
／
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
数

［
三
十
二
ホ
ー
ル
］

◦
優　
勝
／
福
島　
至
誠（
71
／
４
）

◦
準
優
勝
／
鈴
木　
譲
治（
72
／
２
）

◦
第
三
位
／
勝
枝　
敏
美（
76
／
１
）

◦
第
四
位
／
吉
岡　
　
進（
78
／
１
）

◦
第
五
位
／
津
田　
里
文（
80
／
１
）

◦
第
六
位
／
下
山　
　
孝（
80
／
０
）

　

皆
さ
ん
も
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ

場
年
間
利
用
会
員
に
な
っ
て
月
例
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
月
例
会
実
施
日
は
偶
数
月
の
第
三

月
曜（
十
二
月
は
第
二
月
曜
）で
す
。

　

申
し
込
み
は
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル

フ
場
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

〈
年
間
利
用
券
〉

◦
市
内
の
人
…
一
万
円

◦
市
外
の
人
…
一
万
五
千
円

※
購
入
し
た
日
か
ら
一
年
間
有
効

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎（
９
５
５
）４
４
３
２

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の

日
赤
磐
市
の
中
に
い
る
人
で
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
参

加
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
赤
磐
市
の
勝
利
と
い
う
目
標
に
向

か
っ
て
、新
た
な
仲
間
意
識
や
連
帯

感
が
生
ま
れ
れ
ば
、今
後
の
地
域
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
り
、何
よ
り
運

動
に
よ
る
健
康
増
進
効
果
も
期
待
で

き
、対
戦
に
勝
つ
こ
と
以
上
の
喜
び

を
得
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

〈
交
流
と
Ｐ
Ｒ
〉

　
全
国
ど
こ
の
地
域
の
市
町
村
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、対
戦
相
手
が
決

ま
れ
ば
、日
ご
ろ
見
知
ら
ぬ
ま
ち
と

の
交
流（
縁
）が
生
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
テ
レ
ビ

や
新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
も
注
目
を

集
め
る
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
赤
磐
市
」を
全
国
に
発
信
す
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
。

〈
赤
磐
市
で
は
？
〉

　
今
回
、初
参
戦
と
な
る
赤
磐
市
で

は
、こ
れ
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
と
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、何
を
し
た

ら
参
加
率
を
上
げ
ら
れ
る
か
、ど
こ

で
何
が
で
き
る
か
を
み
ん
な
で
考
え

て
い
き
ま
す
。対
戦
相
手
に
勝
利
す

る
こ
と
、参
加
率
五
十
㌫
超
え
の
金

メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
、ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

（
三
月
号
へ
つ
づ
く
）

高
円
宮
牌
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
リ
ー
グ

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

十
一
月
二
十
九
日
㈰
、熊
山
運
動

公
園
多
目
的
広
場
で
、全
国
か
ら
日

本
ホ
ッ
ケ
ー
界
の
ト
ッ
プ
選
手
が
集

ま
り
、オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
時
か
ら
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
選
手

に
よ
る
ホ
ッ
ケ
ー
教
室
で
は
、県
内
外

か
ら
集
ま
っ
た
小
中
学
生
が
直
接
指

導
を
受
け
ま
し
た
。日
本
代
表
選
手

と
も
交
流
が
図
れ
、ジ
ュ
ニ
ア
世
代
に

は
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
行

わ
れ
た
男
女

オ
ー
ル
ス
タ

ー
ゲ
ー
ム
で

は
、約
四
百

人
の
観
客
が

観
戦
す
る
中
、

素
晴
ら
し
い

プ
レ
ー
を
見

せ
て
く
れ
ま

し
た
。

第
二
回
岡
山
ジ
ュ
ニ
ア

ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ

【
開
催
日
】十
二
月
十
二
日
㈯

大
会
結
果

お
知
ら
せ

ホ
ッ
ケ
ー
か
わ
ら
版



絡
が
な
い

場
合
は
家
庭
や

職
場
ま
で
回
収
に
行
く
」と

受
け
取
っ
た
人
の
不
安
を
あ
お
り
、金
銭

を
振
り
込
ま
せ
る
の
が
狙
い
で
す
。こ
の

よ
う
な
悪
質
な
架
空
請
求
は
、無
視
し

て
お
く
こ
と
で
す
。不
安
だ
か
ら
と
いっ

て
自
分
か
ら
相
手
に
電
話
を
か
け
た
り

す
る
と
、こ
ち
ら
の
情
報
が
相
手
に
知
ら

れ
、か
え
っ
て
付
け
込
ま
れ
ま
す
。ど
う

し
て
も
心
配
な
場
合
は
、消
費
生
活
相

談
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
本
庁
協
働
推
進
室

　
☎（
９
５
５
）４
７
８
３

◦
岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
６（
２
２
６
）０
９
９
９

康
健

Vol.

58

わ
た
し
の

あ
な
た
の

大
切
な
幼
児
期
の
食
事

乳
幼
児
の
健
診
を
し
て
い
て
、育
児

の
中
で
も
食
事
に
関
す
る
悩
み
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。平
成
十
七
年
度
乳
幼

児
栄
養
調
査
の
結
果
で
も
、一
歳
以
上
の

子
ど
も
で「
食
事
に
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な

い
」と
答
え
た
母
親
は
わ
ず
か
十
三
㌫
で
、

八
十
七
㌫
は
遊
び
食
い・偏
食・む
ら
食
い・

食
事
に
時
間
が
か
か
る・よ
く
か
ま
な
い

な
ど
、何
か
困
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
乳
児
期
は
、与
え
る
食
材
の
内
容
や
量・

時
間
な
ど
を
考
え
な
が
ら
、離
乳
食
を
だ

ん
だ
ん
に
進
め
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
大
切
な
時
期
で
す
。

そ
し
て
ま
た
、幼
児
期
も
食
習
慣
を
確
立

す
る
上
で
大
切
な
時
期
で
す
。離
乳
食
が

完
了
し
た
あ
と
も
、そ
し
ゃ
く
機
能
は
ま

だ
発
達
段
階
で
す
。奥
歯
で
す
り
つ
ぶ
す

こ
と
が
十
分
で
き
な
か
っ
た
り
、小
さ
く
し

た
状
態
の
も
の
を
飲
み
込
め
て
も
、実
は

丸
の
み
し
て
い
る
と
、丸
の
み
が
癖
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
、早
食
い
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
ゃ
く
機
能
を
発
達
さ
せ
る
た
め
に

は
、程
よ
い
大
き
さ
と
固
さ
の
食
べ
物
を
食

べ
さ
せ
る
こ
と
で
す
。ま
た
、遊
び
食
い
や

手
づ
か
み
食
べ
は
、子
ど
も
の
発
達
過
程

の
中
で
起
き
る
現
象
で
、食
の
自
立
に
む

け
て
必
要
な
こ
と
で
す
。あ
せ
ら
ず
、楽
し

い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
食
事
は
単
に
栄
養
を
取
る
だ
け
で
な
く
、

三
食
と
間
食
の
時
間
を
決
め
て
生
活
リ
ズ

ム
の
基
に
な
っ
た
り
、し
つ
け
の
場・家
族

や
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
あ
っ
た
り
、生

活
の
中
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。今
一

度
ふ
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
幼
児
期
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

◦
乳
歯
が
生
え
そ
ろ
う
三
歳
ご
ろ
ま
で
は

「
幼
児
食
」を

◦
食
べ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
伝
え
よ
う

◦
そ
し
ゃ
く
力
に
合
っ
た
食
材
で
、形
、固

さ
、味
付
け
を
工
夫
し
て

◦
素
材
の
特
徴
を
生
か
し
て
薄
味
に

◦
い
ろ
い
ろ
な
味
を
経
験
し
て
食
域
を
広

げ
よ
う

◦
苦
手
な
も
の
も
調
理
を
工
夫
し
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
せ
て
み
よ
う

◦
食
卓
で
は
無
理
な
く
食
事
マ
ナ
ー
が
身

に
つ
く
工
夫
を

「
心
当
た
り
の
な
い

　
料
金
請
求
は
が
き
」

【
相
談
内
容
】

　
「
電
子
消
費
者
料
金
の
未
納
分
に
つ
い

て
、契
約
会
社
か
ら
料
金
回
収
の
委
託

を
受
け
た
の
で
至
急
連
絡
す
る
よ
う
に
」

と
い
う
内
容
の
は
が
き
が
届
き
ま
し
た
。

差
出
人
は「
○
○
債
権
管
理
局
」と
な
っ

て
い
ま
す
。プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
た

め
と
い
う
こ
と
で
、請
求
金
額
や
支
払
い

方
法
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、担
当

者
に
電
話
で
確
認
す
る
よ
う
指
示
し
て

い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
料
サ
イ

ト
か
何
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、心
当
た
り

が
あ
り
ま
せ
ん
。ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
？

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

身
に
覚
え
の
な
い
料
金
の
支
払
い
を
求

め
る「
架
空
請
求
」の
は
が
き
が
届
い
た

と
い
う
相
談
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。債
権

回
収
業
者
を
名
乗
り「
最
終
通
告
書
」

な
ど
と
題
し
た
は
が
き
を
送
り
つ
け「
連

消
費
の
ア
ド
バ
イ
ス
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　赤磐市国際交流協会では、ベトナムの家庭料理を通
じた交流を行いますので、奮ってご参加ください。

●日　時／2月21日㈰ 午前11時～午後1時30分
●場　所／中央公民館1階調理研修室
●講　師／ビエンさん
●料　理／フォーガー（鳥ダシ麺）、ゴイクン（生春巻き）
●参加費／会員無料、会員以外300円
　　　　　小学生以下無料
●用意するもの／エプロン・タオル
●定　員／25人（先着順）
●申込締め切り日／2月15日㈪

● 問い合わせ・申し込み先 ●
赤磐市国際交流協会事務局（本庁企画課内）

おいしい国際交流
ベトナム料理  参加者募集
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受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

◦
本
庁
健
康
増
進
課

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課

　
熊
山
老
人
憩
の
家
で
心
身
の

　
健
康
増
進
を
図
り
ま
せ
ん
か

　

熊
山
老
人
憩
の
家
で
は
、老

人
の
心
身
の
健
康
の
増
進
を
図

る
た
め
、教
養
の
向
上
、レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン(

カ
ラ
オ
ケ
、囲
碁

な
ど)

の
た
め
の
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。利
用
で
き
る
の
は

六
十
歳
以
上
の
人
で
す
。

　

な
お
、グ
ル
ー
プ
で
の
利
用

は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

　
午
前
九
時
三
十
分

　
～
午
後
五
時

休
館
日

　
毎
週
水
曜
日
、祝
祭
日

　
十
二
月
二
十
八
日
～

（
縦
四
㌢
×
横
三
㌢
）、印
鑑

問
い
合
わ
せ・申
請
先

◦
本
庁
社
会
福
祉
課

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課

情報ボックス内でお知らせする
市役所関係の電話番号は下記
のとおりです。

◎電話番号一覧
〔本庁代表〕 ☎９５５-１１１１
◦企画課
　☎９５５-２６９２
◦税務課市民税係
　☎９５５-０９５１
◦市民課国保年金係
　☎９５５-１１１３
◦市民課人権・男女共同参画係
　☎９５５-１１１４
◦協働推進室
　☎９５５-４７８３
◦環境課
　☎９５５-５３４７
◦健康増進課
　☎９５５-１１１７
◦社会福祉課
　☎９５５-１１１５
◦農林課
　☎９５５-６１７４
◦商工観光課
☎９５５-６１７５

〔赤坂支所代表〕 ☎９５７-２２２２
◦市民生活課
　☎９５７-４８２１
◦健康福祉課
　☎９５７-４８２２

〔熊山支所代表〕 ☎９９５-１２１１
◦市民生活課
　☎９９５-１２１４
◦健康福祉課
　☎９９５-１２９３

〔吉井支所代表〕 ☎９５４-１１１１
◦市民生活課
　☎９５４-１１８３
◦健康福祉課
　☎９５４-１３７４

〔教育委員会〕
◦学校教育課
　☎９５５-０９７２
◦社会教育課
　☎９５５-０７８３

〔赤磐市民病院〕 ☎９９５-１２５１
〔消防本部〕 ☎９５５-２２４４
◦警防課救急係
　☎９５５-２２５４

　
小
学
校
入
学
前
の

　
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

四
月
に
小
学
校
入
学
を
控
え

た
お
子
さ
ん
で
、Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン

（
麻
し
ん
お
よ
び
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
）第
二
期
の
接
種
が
ま

だ
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

第
二
期
の
接
種
時
期
は
、そ

れ
ま
で
の
接
種
履
歴
に
関
係
な

く
、「
小
学
校
に
入
学
す
る
前
の

年
度
」で
す
。麻
し
ん
や
風
し
ん

は
重
症
化
す
る
と
障
害
が
残
る

こ
と
が
あ
る
感
染
症
で
す
。対

象
の
年
齢
で
第
二
期
を
受
け
て

い
な
い
お
子
さ
ん
は
、遅
く
と

も
三
月
中
に
は
接
種
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、麻
し
ん
か
風
し
ん
の
一

方
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
場

合
は
、か
か
っ
て
い
な
い
一
方
の

み
の
抗
体
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

　
一
月
四
日

問
い
合
わ
せ
先

◦
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　
身
体
障
害
者
手
帳
制
度
の

　
肝
臓
機
能
障
害
の
認
定

　
身
体
障
害
者
福
祉
法
等
関
係

法
令
な
ど
が
改
正
さ
れ
、四
月
一

日
か
ら
厚
生
労
働
省
が
定
め
る

一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
、

新
た
に
肝
臓
機
能
障
害
と
し
て

身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

対
象
と
な
る
の
は
、肝
臓
機
能

障
害
が
重
症
化
し
、回
復
困
難

に
な
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、厚

生
労
働
省
が
定
め
る
認
定
基
準
、

認
定
要
領
に
合
致
す
る
人
で
す
。

認
定
時
期

　
四
月
一
日
㈭
～

申
請
受
け
付
け

　
二
月
一
日
㈪
～

必
要
書
類

　

身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申

請
書
、身
体
障
害
者
福
祉
法
第

十
五
条
に
よ
り
指
定
を
受
け
た

医
師
の
診
断
書・意
見
書
、写
真

健
康
福
祉



日　　時 相談内容 場　　所 問い合わせ先

2月1日㈪、8日㈪、
15日㈪、22日㈪、
3月1日㈪
午前10時～午後4時

【消費生活】 本庁1階
第2会議室 本庁協働推進室

2月5日㈮
午後１時～4時

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

本庁市民課
人権・男女共同参画係

2月5日㈮
午前10時～正午

【なやみごと（人権）】
【行政】

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所
市民生活課

2月10日㈬
午後1時～4時

【なやみごと（人権）】
【行政】

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

【なやみごと（人権）】
本庁市民課
人権・男女共同参画係

【行政】
協働推進室

2月17日㈬
午後1時～３時

【なやみごと（人権）】
【行政】

吉井会館
農事実習室

吉井支所
市民生活課

2月24日㈬
午前10時～３時

【なやみごと（人権）】
【行政】

赤坂健康管理
センター

赤坂支所
市民生活課

3月5日㈮
午後1時～4時

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

本庁市民課
人権・男女共同参画係

3月5日㈮
午前10時～正午

【なやみごと（人権）】
【行政】

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所
市民生活課

随時（土・日・祝日および
年末年始は除く）

【多重債務相談】
破産・任意整理の相談は、相談日以外でも弁護士によ
る電話相談として受け付けを行っています。

本庁市民課
人権・男女共同参画係

市
内
い
ず
れ
の
場
所
で
も
各
相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
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変
更
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

◦
所
有
者
・
車
両
と
も
赤
磐
市

か
ら
転
出
し
て
い
る
…
新
住

所
地
へ
登
録
変
更

◦
他
人
に
譲
渡
し
た
が
、名
義
変

更
の
手
続
き
が
で
き
て
い
な
い

…
新
所
有
者
へ
名
義
変
更

◦
死
亡
し
た
人
の
名
義
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
…
新
所
有
者
へ

名
義
変
更
ま
た
は
廃
車
申
告

◦
す
で
に
使
用
し
て
い
な
い
…

廃
車
申
告

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
税
務
課
市
民
税
係

◦
各
支
所
市
民
生
活
課

　
赤
磐
市
観
光
協
会
会
員
募
集

　

市
で
は
、市
民
参
加
の
も
と
、

市
全
体
の
観
光
事
業
の
向
上
と

発
展
を
図
る
た
め
、平
成
二
十

年
度
に
赤
磐
市
観
光
協
会
を
発

足
し
ま
し
た
。市
民
の
参
加
の

も
と
赤
磐
市
の
観
光
事
業
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
い
う
協
会
の
趣

旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
人
を

　
年
金
相
談

日
　
時　
二
月
十
七
日
㈬

　
午
前
十
時
～
正
午

　
午
後
一
時
～
三
時

場
　
所　
熊
山
支
所

　
二
階
第
一
会
議
室

相
談
員

　
岡
山
東
年
金
事
務
所

　
年
金
専
門
官

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係

◦
各
支
所
市
民
生
活
課

　
原
動
機
付
自
転
車・

　
軽
自
動
車
な
ど
の

　
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
四
月
一

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

そ
の
課
税
地
は
軽
自
動
車
な
ど

を
常
時
置
い
て
い
る
市
町
村
と

な
っ
て
い
ま
す（
乗
用
型
農
業

用
機
械
も
税
の
対
象
に
な
り
ま

す
）。

　

次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る
場

合
は
、三
月
三
十
一
日
ま
で
に

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
六
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税

金

相

談

募

集
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募
集
し
ま
す
。

主
な
事
業
内
容

①
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
促
進

②
観
光
資
源
づ
く
り
の
推
進

③
観
光
事
業
に
関
す
る
調
査
と

研
究

④
観
光
地
の
紹
介
な
ど
宣
伝
活

動
の
推
進

⑤
そ
の
ほ
か
目
的
達
成
に
必
要

な
事
業

会
　
員

◦
通
常
会
員
…
商
工
観
光
に
関

連
を
有
す
る
事
業
者
と
団
体

◦
個
人
会
員
…
商
工
観
光
に
関

連
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
協

会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
個
人

会
　
費　

通
常
会
員・個
人
会

　
員
と
も
に
年
額
千
円
以
上

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
本
庁
商
工
観
光
課

　
赤
磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

　

赤
磐
市
観
光
協
会
で
は
、「
赤

磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、産
業
振
興

事
業
の
一
環
と
し
て
、地
域
の

産
業
を
観
光
資
源
と
し
て
生
か

す「
産
業
観
光
」に
注
目
し
、赤

磐
市
内
に
あ
る
酒
蔵
か
ら
、地

域
産
業
資
源
を
再
発
見・再
認

識
し
て
い
た
だ
き
、住
民
の
交

流
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
　
程　
三
月
二
十
日
㈯

　
集
合
／
午
前
十
時

　
解
散
／
午
後
四
時

集
合
場
所　
赤
磐
市
役
所

行
　
程

　
赤
磐
市
役
所
→
赤
磐
酒
造
→
利

守
酒
造
→
サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン
㈱
岡

山
ワ
イ
ナ
リ
ー（
昼
食
）→
ド
イ
ツ

の
森（
こ
れ
里
ワ
イ
ナ
リ
ー
）→
赤

磐
特
産
館
ア
グ
リ
→
赤
磐
市
役
所

※
行
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

募
集
人
数

　

三
十
人（
受
け
付
け
は
先
着

順
と
し
、予
定
人
数
に
達
し
た

場
合
は
受
け
付
け
終
了
）

参
加
費　
一
般〔
成
人
以
上
の
み
〕

　
…
二
千
五
百
円（
昼
食
代
含
む
）

応
募
方
法

　

往
復
は
が
き
に「
赤
磐
市
探

訪
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
希
望
」と

明
記
し
、次
の
こ
と
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。①
住
所
②
参
加

者
全
員
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・年

齢・性
別
③
電
話
番
号

申
込
締
め
切
り
日

　
二
月
二
十
六
日
㈮

　
※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
本
庁
商
工
観
光
課

　
〒
７
０
９–

０
８
９
８

　
赤
磐
市
下
市
三
四
四

　

赤
磐
市
観
光
協
会「
赤
磐
市

　
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」係

　
救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、適
切
な
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
せ

ん
か
。年
齢・性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
　
程　
二
月
二
十
八
日
㈰

　
午
前
九
時
～
正
午

場
　
所

　
赤
磐
市
消
防
署
東
出
張
所
会
議
室

受
講
人
数　
十
人
程
度

申
込
期
限　
二
月
十
五
日
㈪

参
加
費
用　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

◦
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　
赤
磐
市
生
活（
く
ら
し
）を

　
考
え
る
消
費
者
の
つ
ど
い

日
　
時　
二
月
二
十
三
日
㈫

　
午
後
一
時
三
十
分
～

場
　
所

　
中
央
公
民
館
大
集
会
室

内
　
容

◦
講
演
…「
消
費
者
被
害
の
現

状
と
対
処
法
」

◦
講
師
…
岡
山
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
／
佐
藤
秀
樹
所
長

◦
寸
劇（
山
陽
班
）…「
悪
質
商

法
の
手
口
に
遭
わ
な
い
た
め
に

（
訪
問
販
売
編
）」

◦
消
費
生
活
会
員
の
作
品
展
示

（
一
階
第
一
会
議
室
）

参
加
費　
無
料

主
　
催

　
赤
磐
市
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
協
働
推
進
室

　
犬
の
ふ
ん
の
後
始
末

　

道
路
、玄
関
先
、公
園
な
ど
、

犬
の
ふ
ん
で
迷
惑
を
受
け
て
い

る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
六
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

他
人
の
犬
の
ふ
ん
を
後
始
末
す

る
こ
と
は
不
愉
快
な
も
の
で
す
。

飼
い
犬
の
ふ
ん
の
始
末
は
、飼
い

主
の
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。

　

散
歩
の
際
に
は
必
ず
ふ
ん
を

取
る
用
具（
紙
、ビ
ニ
ー
ル
袋
、

ス
コ
ッ
プ
な
ど
）を
携
帯
し
、飼

い
主
が
責
任
を
も
っ
て
後
始
末

を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
環
境
課

　
野
菜
品
評
会
表
彰
式
と

　
野
菜
栽
培
技
術
講
座

日
　
時　
二
月
十
八
日
㈭

◦
表
彰
式

　
午
後
一
時
三
十
分

◦
講 

座

　
午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

場
　
所　
山
陽
産
業
会
館
二
階

　
ふ
る
さ
と
交
流
室

講
　
師

　
東
備
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー 

　
坂
本
一
朗
先
生

対
象
者

◦
品
評
会
表
彰
者

◦
生
産
者
お
よ
び
予
定
者

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
本
庁
農
林
課

お
知
ら
せ



●問い合わせ先／赤磐市民病院

　赤磐市民病院では、平成21年度より内科医師一人の増員により、
内科を二診制とし休診日以外、毎日診療を行い、外来受診の人の
待ち時間を今までより短くし、利便性を高めています。
　ほかの診療科および診療日については、外科および
リハビリテーション科では毎日診療とし、整形外科は木曜日の午後、
循環器科は火曜日の午前、泌尿器科は隔週の土曜日午前とし、
地域医療の拠点として市民の安全・安心を担っています。
　休日・夜間の初期救急医療についても対応し、入院を
要する救急患者の受け入れも行っています。
　休診日は原則、国民の祝日に関する法律に規定する休日、
日曜日、水曜日、12月29日から翌年の1月3日です。
　職員一同、市民の皆さんに信頼され愛される市民病院を
目指して頑張っています。

信頼され愛される病院目指し…

火　　災　　別
計

救　　急　　別
計

建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（5）

0
（1）

0
（4）

1
（5）

1
（15）

7
（117）

50
（455）

15
（132）

16
（146）

88
（850）

東出
張所

0
（3）

0
（1）

0
（0）

0
（3）

0
（7）

4
（44）

15
（182）

3
（53）

2
（43）

24
（322）

北出
張所

1
（2）

1
（3）

0
（0）

0
（4）

2
（9）

6
（42）

18
（149）

3
（39）

1
（26）

28
（256）

計 1
（10）

1
（5）

0
（4）

1
（12）

3
（31）

17
（203）

83
（786）

21
（224）

19
（215）

140
（1428）

■平成21年赤磐市火災・救急発生状況（12月）

※（　）にあっては平成21年の累計を示す

総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

21年12月中 96 23 0 2 26 73 
20年12月中 106 26 2 3 30 80 
増          減 −10 −3 −2 −1 −4 −7 
21年12月末 1,049 318 5 49 365 731 
20年12月末 1,077 303 2 33 388 774 
増          減 −28 ＋15 ＋3 ＋16 −23 −43 

■平成21年赤磐市交通事故発生状況（12月）
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内
容
や
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

加
入
対
象　
子
ど
も
会

会
　
費　
一
人
あ
た
り
年
額　

　
百
五
十
円（
予
定
）

申
込
締
め
切
り
日

　
三
月
二
十
四
日
㈬

　
（
以
後
は
随
時
、加
入
受
付
）

問
い
合
わ
せ
先

◦
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
六
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
小・中
学
校
へ
の
就
学

　

平
成
二
十
二
年
度
に
赤
磐
市

立
小・中
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
児

童
が
い
る
ご
家
庭
に
は
、一月
末

ま
で
に
教
育
委
員
会
か
ら「
入
学

（
就
学
）通
知
書
」を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。通
知
書
に
指
定
し

て
あ
る
学
校
へ
入
学
し
て
く
だ

さ
い
。次
の
場
合
は
早
め
に
学

校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き（
こ

の
通
知
書
は
赤
磐
市
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
な
い
と
届

き
ま
せ
ん
）

◦
通
知
書
の
内
容
に
誤
り
が
あ

る
と
き

◦
国
立・県
立・私
立
の
学
校
へ

就
学
さ
れ
る
と
き

◦
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
後
に
、

転
出
ま
た
は
転
居
す
る
と
き

　

ま
た
、特
別
な
事
情
に
よ
り
、

指
定
さ
れ
た
学
校
へ
の
就
学
が

困
難
な
と
き
は
、指
定
校
の
変

更
を
認
め
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、学
校
教
育
課
へ
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、就
学
指
定
校
変
更
に

つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
全
国
子
ど
も
会

　
安
全
会
の
ご
案
内

　

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
が
運

営
し
て
い
る
全
国
子
ど
も
会
安

全
会
は
、「
子
ど
も
会
活
動
中
」

の
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
負
傷・

疾
病
・
後
遺
障
害
・
死
亡
・
賠
償

責
任
を
補
償
す
る
も
の
で
、平

成
二
十
二
年
度
分
の
加
入
を
募

集
し
ま
す
。
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このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課公聴広報係  ☎955-4770

華
麗
な
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
宮
殿
展

　

各
地
の
宮
殿
の
家
財・美
術
品
を
統
括・管

理
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
王
宮
家
具
博
物
館
の

全
面
的
な
協
力
の
も
と
、ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の

栄
光
を
物
語
る「
宮
殿
」に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

美
し
い
文
化
の
都
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
代
表
す
る

宮
殿
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

【
期　
間
】二
月
二
十
一日
㈰
ま
で

　

※
二
月
一日
㈪
、八
日
㈪
、十
五
日
㈪
は
休
館

【
開
館
時
間
】午
前
九
時
～
午
後
五
時

【
場　
所
】岡
山
県
立
美
術
館

中
国
新
人
大
会
へ
向
け

〜
吉
井
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

吉
井
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
す
。い
つ
も

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
チ
ー
ム
に
な
り
約
四
カ
月
。そ
の
間
秋
季

地
区
大
会
、県
大
会
と
大
き
な
舞
台
を
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
十
一
月
の
県
大
会
で
は
、準
決
勝
ま
で

進
み
就
実
中
学
校
に
敗
れ
は
し
た
も
の
の
三

位
に
入
り
、二
月
に
行
な
わ
れ
る
中
国
新
人
大

会
への
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
向
け
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
の
で
、今
後
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
吉
井
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
保
護
者
）

川
柳
く
ま
や
ま

「
時　
計
」

目
覚
ま
し
を
か
け
て
い
る
の
に
時
計
見
る

回
春
を
夢
み
て
時
計
止
め
て
み
る

お
恥
ず
か
し
い
無
作
法
で
し
た
腹
時
計

太
陽
が
時
計
代
り
の
野
良
仕
事

時
計
の
針
止
め
て
お
き
た
い
デ
イ
ト
中

百
均
の
時
計
も
負
け
ず
時
刻
む

お
昼
で
す
腹
の
時
計
が
鳴
っ
て
い
る

容
赦
な
く
時
を
飲
み
こ
む
砂
時
計

日
時
計
の
影
が
の
び
て
る
待
ち
ぼ
う
け

ア
ル
バ
ム
の
中
で
時
計
は
止
ま
っ
て
る

心
の
奥
で
母
の
時
計
が
鳴
り
や
ま
ぬ

「
吹　
く
」

吹
く
風
に
伊
勢
港
の
風
思
い
出
す

焼
き
芋
を
吹
き
吹
き
食
べ
る
味
の
よ
さ

吹
く
風
に
乗
っ
て
越
え
た
い
芸
の
壁

追
い
風
を
待
って
い
る
間
に
チ
ャ
ン
ス
逃
げ

そ
よ
風
に
吹
か
れ
て
ワ
ル
ツ
赤
ト
ン
ボ

風
吹
け
ば
コ
ス
モ
ス
の
私
語
さ
さ
や
か
れ

指
立
て
て
吹
い
て
る
風
を
よ
ん
で
い
る

吹
く
風
に
す
ね
て
人
生
乗
り
遅
れ

就
職
難
心
に
隙
間
風
が
吹
く

紙
吹
雪
あ
び
て
主
役
を
演
じ
き
る

核
心
に
迫
る
と
強
い
風
が
吹
く

…
和
気　

主
計

…
藤
森
と
し
お

…
長
谷
川
至
外
余

…
松
田　

牧
子

…
大
岩　

歌
子

…
中
山　

亮
一

…
小
野　

房
子

…
長
舩　

克
己

…
小
山
ふ
じ
え

…
沖　

百
合
子

…
従
野　

健
一

…
和
気　

主
計

…
小
野　

房
子

…
長
舩　

克
己

…
中
山　

亮
一

…
長
谷
川
至
外
余

…
松
田　

牧
子

…
沖　

百
合
子

…
藤
森
と
し
お

…
大
岩　

歌
子

…
小
山
ふ
じ
え

…
従
野　

健
一

【
入
場
料
】

⃝
大　

人
…
千（
八
百
）円

⃝
大
高
生
…
七
百（
五
百
）円

⃝
中
小
生
…
三
百（
二
百
）円

⃝
六
十
五
歳
以
上
…
五
百
円

※
年
齢
が
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※（ 

）内
は
、前
売
券
、二
十
人
以
上
の
団
体
料
金

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
立
美
術
館

　

☎
０
８
６（
２
２
５
）４
８
０
０

　

熊
山
山
頂
に
あ
る
不
思
議
な
石
積
み
遺
跡

の
研
究
調
査
保
存
に
努
力
し
て
今
年
で
十
年

目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
ま
で
の
結
果
を
集
約
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　
時
】二
月
十
三
日
㈯

　

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
ご
ろ

【
場　
所
】中
央
図
書
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

【
参
加
費
】無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
山
遺
跡
群
調
査・研
究
会
事
務
局

　

金
光
久
子

　

☎
／
FAX（
９
９
５
）０
２
４
５

熊
山
遺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

参
加
者
募
集

▶
中
国
新
人
大
会
に
出
場
す
る

　
吉
井
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部



栄養委員の栄養委員の栄養委員の

一口メモ一口メモ一口メモ
野菜たっぷり吉野汁

◆材料（2人分）
　※1人分栄養価…エネルギー53㌔㌍、タンパク質4.６㌘、脂質０.２㌘、塩分１.０㌘
　●鶏ささみ…1本　●にんじん…1/4本
　●ごぼう…20㌘　●大根…40㌘
　●こんにゃく…30㌘　●ほうれん草…60㌘
　●しょうゆ…小さじ２　●だし汁…2カップ 1/2
　●かたくり粉…大さじ1/2

◆作り方
①　ささみはすじを取り、薄切りにする。
②　にんじん、ごぼう、大根は皮をむき、いちょう切りに
　　する。
③　こんにゃくは1㌢角くらいの薄切りにし、下ゆでし
　　ておく。
④　ほうれん草はゆでて、2㌢幅に切る。
⑤　鍋にだし汁を煮立て、①から③を入れて煮る。
⑥　野菜によく火がとおったら、しょうゆで味を調え、
　　水溶きかたくり粉を少しずつ入れてとろみをつけ
　　る。
⑦　⑥をわんに入れ、④のほうれん草を加える。

●ヘルスサポーター事業紹介
　１２月７日、１４日の2日間にわたって赤磐市栄養改善協議会が農
業大学校1年生３４人を対象に赤坂公民館で「食事バランス・運動の
大切さ」を指導しました。ヘルスサポーターとは「自分の身体状況や
生活スタイルを見直し健康づくりを実践して、自分の健康を達成さ
せる人」をいいます。
　学生らは２班に分かれて食事編、運動編について学びました。学
生は「生活に運動を取り入れるよう心がけます」「野菜をもっととりま
す」「間食を減らします」など生活習慣の改善に向け今後の目標を立
てました。青年期での健康づくりの視点を学ぶことは、将来の生活習慣の基盤となり、生涯を通じての財
産になると考えて活動に励んでいます。

（献立提供：吉井支部栄養委員会）
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県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校・美
作
校

平
成
二
十
二
年
度
職
業
訓
練
生
募
集

（
離
転
職
者
、新
規
中・高
卒
予
定
者
）

　

県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校・美
作
校
で
は
、次
の
と
お
り
平
成

二
十
二
年
度
の
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
科
名・定
員・受
講
期
間
な
ど
】

【
募
集
期
間
】三
月
八
日
㈪
ま
で

【
入
校
選
考
日
】三
月
十
八
日
㈭・十
九
日
㈮

【
合
格
発
表
日
】三
月
二
十
六
日
㈮

【
申
し
込
み
】

　

公
共
職
業
安
定
所（
ハロ
ー
ワ
ー
ク
）

　

※
新
規
高
卒
予
定
者
は
専
門
校

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
北
部
高
等
技
術
専
門
校 

☎
０
８
６
８（
２
６
）１
１
２
５

⃝
北
部
高
等
技
術
専
門
校
美
作
校 

☎
０
８
６
８（
７
２
）０
４
５
３

科　
　
名

定　
員
受
講
期
間

取
得
可
能・目
標
資
格

電
気
設
備
科
二
十
人

一
年

第
一
種・二
種
電
気
工
事
士
な
ど

木
造
建
築
科
二
十
人

一
年

三
級
技
能
士
、二
級
技
能
士
な
ど

木

工

科
二
十
人

一
年

二
級
家
具・建
具
技
能
士
受
験
資
格

な
ど

エ
ク
ス
テ
リ
ア
科

十
人

六
カ
月

技
能
検
定

Ｏ
Ａ
事
務
科
二
十
人

六
カ
月

簿
記
検
定
、ワ
ー
プ
ロ
検
定
な
ど

福
祉
ヘ
ル
パ
ー
科

二
十
人

六
カ
月
一
級
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
修
了

な
ど

自
動
車
工
学
科

二
十
人

二
年

二
級
、技
能
講
習
修
了
証
な
ど

自

動

車

車
体
整
備
科
三
十
人

一
年

二
級
技
能
検
定
受
験
資
格
な
ど
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人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

　

十
二
月
六
日
㈰
、中
央
公
民
館
で
、第
六
十
一

回
人
権
週
間
の
行
事
と
し
て
、レ
ツ
ゴ
ー
正
児

さ
ん
の
講
演
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。

　

赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ「
ポ
レ
ポ
レ
」の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
歌
声
で

開
幕
し
、主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、第
二
十
九

回
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
岡
山
協
議
会
の
部
の

入
賞
者
七
人
の
紹
介
と
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、講
師
自
身
の
幼
少
時
代
の
体

験
談
や
長
年
の
芸
能
生
活
で
経
験
し
た
笑
い

と
涙
を
も
と
に
、人
生
の
す
ば
ら
し
さ
、厳
し

さ
、楽
し
さ
な
ど
を
パ
ワ
フ
ル
に
話
さ
れ
、参
加

し
た
約
二
百
三
十
人
は
、人
の
心
の
痛
み
が
わ

か
る
、そ
れ
で
い
て
や
る
気
の
あ
る
人
間
づ
く
り
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

手
作
り
豆
腐
づ
く
り
に
挑
戦

磐
梨
小
学
校　

　

十
二
月
四
日
㈮
、磐
梨
小
学
校
三
年
生
が
、赤

磐
市
栄
養
改
善
協
議
会
熊
山
支
部
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
豆
腐
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
日
ま

で
に
、子
ど
も
た
ち
は
国
語
の
教
科
書
で「
す
が

た
を
か
え
る
大
豆
」と
い
う
説
明
文
で
、い
ろ
い
ろ

な
食
品
に
姿
を
か
え
て
い
る
大
豆
に
つ
い
て
学
習

し
て
い
ま
し
た
。事
前
準
備
と
し
て
、前
日
に
豆

腐
作
り
に
使
用
す
る
熊
山
地
域
の
特
産
で
も
あ

る
黒
豆
を
洗
って
、水
に
ひ
た
し
て
お
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
当
日
、ひ
た
し
て
お
い
た
黒
豆
は
水
を

た
く
さ
ん
吸
っ
て
大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。栄

養
委
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、そ
の
黒
豆
の

皮
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
む
い
て
い
き
ま
し
た
。ミ
キ

サ
ー
に
か
け
、煮
た
後
に
し
ぼ
り
袋
に
入
れ
て
絞

る
と
、事
前
に
調
べ
た
と
お
り
、豆
乳
と
お
か
ら
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。豆
乳
を
再
度
温
め
て
、に

が
り
を
投
入
。こ
こ
で
は
、温
め
る
温
度
が
大
切

で
、「
温
度
が
低
い
と
う
ま
く
固
ま
ら
な
い
」と
の

説
明
が
あ
り
、慎
重
に
型
に
入
れ
て
、固
ま
っ
た
ら
、

型
か
ら
は
ず
し
水
に
さ
ら
し
て
完
成
。そ
の
後
栄

養
士
か
ら
大
豆
に
つい
て
の
説
明
を
聞
き
、「
大
豆

の
は
し
つ
か
み
競
争
」や「
は
し
の
持
ち
方
」の
指

導
も
受
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
試
食
。み
ん
な
で
力
を
あ
わ

せ
て
一
生
懸
命
作
っ
た
手
作
り
豆
腐
は
と
て
も
お

い
し
く
、子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
こ
ん
な
に
豆
腐
づ

く
り
が
楽
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。手
作

り
豆
腐
は
お
い
し
か
っ
た
で
す
」と
いっ
た
感
想
が

寄
せ
ら
れ
、手
作
り
の
楽
し
さ
や
身
の
回
り
の
食

べ
物
の
秘
密
を
学
ぶ
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

▶
水
に
ひ
た
し
て
お
い
た

　
黒
豆
の
皮
む
き

12月
ま ち の わ だ い

力
作
揃
い
の
野
菜
品
評
会

　

十
二
月
十
八

日
㈮
、岡
山
東

農
協
山
陽
支

店
で
野
菜
づ

く
り
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、品
評

会
が
行
わ
れ
、

七
十
三
点
の
出

品
が
あ
り
ま

し
た
。

　

品
評
会
で

は
、外
観・形
状

お
よ
び
品
質
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。入
賞

さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。（
敬
称
略
）

◇
市
長
賞

　

中
桐　

和
子（
西
中・ハ
ク
サ
イ
）

◇
農
協
組
合
長
賞

　

花
房　

洋
子（
高
屋・大
カ
ブ
）

◇
努
力
賞

　

生
本
美
也
子（
河
本・レ
タ
ス
）

　

奥
山　

節
子（
河
本・ダ
イ
コ
ン
）

　

国
末
喜
志
代（
馬
屋・ホ
ウ
レ
ン
草
）

　

小
坂　
　

要（
下
仁
保・キ
ャベツ
）

　

新
本　

妙
子（
河
本・カ
ブ
）

　

中
桐
恵
美
子（
西
中・ジ
ャ
ガ
イ
モ
）

　

楢
原　

妙
子（
斗
有・ブ
ロッコ
リ
ー
）

　

平
島　

始
子（
尾
谷・セ
ロ
リ
）

　

真
野　

安
子（
津
崎・小
カ
ブ
）

▲笑いにつつまれた講演

▲自慢の野菜が並びました
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あ
つ
あ
つ
料
理
を

　
　
　
親
子
一
緒
に
調
理

両
宮
地
域
ぐ
る
み
活
動
協
議
会

　

十
二
月
六
日
㈰
、高
月
公
民
館
で
協
議
会
主

催
の「
わ
く
わ
く
親
子
体
験
活
動
」が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、地
域
の
親
子
五
組（
十
二
人
）と
地

域
ぐ
る
み
の
役
員
や
、栄
養
委
員
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、市
内
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
を
た
っ

ぷ
り
使
っ
た
と
ん
汁
、大
豆
ご
は
ん
、き
ん
と
ん
、

牛
乳
く
ず
も
ち
の
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
包
丁
を
握
って

調
理
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
台
所
で
お
手
伝
い
し
て
い
る
の

か
、上
手
に
包
丁
を
使
って
野
菜
を
刻
ん
で
い
る

男
の
子
も
い
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
料
理
は
み
ん
な
で
感
想
を
言

い
な
が
ら
、お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、作
付
け
し
て
い
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が

雨
で
育
た
な
か
っ
た
り
、サ
ツ
マ
イ
モ
が
イ
ノ
シ
シ

に
食
べ
ら
れ
た
り

と
、農
産
物
の
収
穫

は
残
念
な
結
果
に

終
わ
り
ま
し
た
が
、

協
議
会
で
は
今
年

も
活
動
を
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。地
域

の
人
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
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▼
今
年
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
の
年
。

岡
山
県
の
出
身
の
高
橋
大
輔
選
手
に
は

特
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

▼
こ
こ
数
年
若
い
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
目

を
見
張
る
活
躍
を
見
せ
て
い
ま
す
。ゴ
ル

フ
で
は
史
上
最
年
少
賞
金
王
に
輝
い
た

石
川
遼
選
手
が
十
八
歳
、バ
ン
ク
ー
バ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
に

出
場
す
る
浅
田
真
央
選
手
や
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
に
出
場
す
る
髙
木
美
帆
選
手

は
、そ
れ
ぞ
れ
十
九
歳
と
十
五
歳
。

▼
一
方
で
若
者
に
負
け
ず
劣
ら
ず
親
の

世
代
の
ア
ス
リ
ー
ト
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
に
出
場
す
る
岡
崎
朋
美
選
手
。プ
ロ

野
球
で
は
工
藤
公
康
選
手
、山
本
昌
選
手
、

金
本
知
憲
選
手
な
ど
。サ
ッ
カ
ー
で
は
三

浦
知
良
選
手
、中
山
雅
史
選
手
。テ
ニ
ス

で
は
ク
ル
ム
伊
達
公
子
選
手
。

▼
彼
ら
の
活
躍
は
、子
ど
も
た
ち
や
私
た

ち
に
夢
と
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。彼
ら
の
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を

期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。（

ア
ー
ル・え
む
）

編

集

後

記

受
賞
お
め
で
と
う

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」作
文　

　

岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
主
催
の

平
成
二
十
一
年
度「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」

作
文
に
応
募
さ
れ
た
、児
童・生
徒・保
護
者

の
作
文
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
、次
の
皆

さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
）

◇
優
秀
賞

　
　

石
見　

拓
也（
石
相
小
一
年
）

　
〈
保
護
者
〉

　
　

羽
原　
　

舞（
石
相
保
）

　
　

浜
野　

元
子（
山
陽
東
小
）

◇
優
良
賞

　
　

多
々
野
敦
哉（
山
陽
小
四
年
）

　
　

石
井　

佑
篤（
山
陽
西
小
六
年
）

　
　

石
本
雄
一
郎（
桜
が
丘
中
三
年
）

　
〈
保
護
者
〉

　
　

大
山　

久
美（
ひ
か
り
幼
）

　
　

是
松　

弥
生（
黒
本
保
）

　
　

高
原　

陽
子（
仁
美
保
）

◇
佳　
作

　
　

高
畑　

花
穂（
山
陽
西
小
二
年
）

　
　

大
饗　

優
華（
山
陽
東
小
三
年
）

　
　

藤
原　

泉
穂（
桜
が
丘
小
五
年
）

　
　

杉
本　

和
也（
赤
坂
中
一
年
）

　
　

渡
邊　

愛
美（
高
陽
中
二
年
）

安
心
し
て
年
末・年
始
を

迎
え
る
た
め
に

年
末・年
始
の
交
通
事
故
防
止

県
民
運
動
街
頭
啓
発
活
動

　

年
末・年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運

動（
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
一
月
三
日
）期

間
中
の
十
二
月
十
四
日
㈪・十
五
日
㈫
の
二

日
間
に
わ
た
り
、赤
磐
警
察
署
、赤
磐
市

交
通
安
全
対
策
協
議
会
を
中
心
に
、市
内

の
ス
ー
パ
ー
四
カ
所
で
街
頭
啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

啓
発
活
動
に
は
、関
係
者
約
八
十
人
が

参
加
し
、飲
酒
運
転
根
絶
の
チ
ラ
シ
や
夜

光
反
射
材
、赤
磐
市
山
陽
地
域
老
人
ク
ラ

ブ
女
性
部
か
ら
い
た
だ
い
た
手
作
り
の
お

守
り
を
配
布
し
、買
い
物
客
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲啓発物品を配布する交対協委員

▶
お
兄
ち
ゃ
ん
、大
丈
夫
？
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■
稲
蒔
の
竹
筆
軸

　
　
　
　
（
赤
磐
市
稲
蒔
）

　

赤
磐
市
を
代
表
す
る
工
芸
品
の

一
つ
に
、竹
筆
軸
が
あ
り
ま
す
。現

在
、こ
の
竹
筆
軸
を
製
造
し
て
い
る

の
は
、稲
蒔
に
工
場
を
も
つ「
南
部

千
代
松
商
店
」で
す
。冬
か
ら
早
春

に
か
け
て
の
こ
の
時
期
、工
場
の
東

側
に
広
が
る
吉
井
川
の
河
原
で
は
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
竹
筆
軸
の
天

日
干
し（
寒
晒
し
）を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
作
業
に
至
る
ま
で
に
は
、筆

軸
の
原
料
と
な
る
矢
竹（
大
筆
、中

筆
用
）と
女
竹（
小
筆
、面
相
筆

用
）を
、二
十
二・五
㌢
と
二
十
五
㌢

の
二
種
類
の
長
さ
に
切
断
し
、さ
ら

に「
太・中・細
」の
三
種
類
の
太
さ

に
分
け
ま
す
。そ
し
て
、こ
れ
ら
を

大
釜
で
約
十
分
間
煮
沸
し
て
、竹

に
含
ま
れ
る
余
分
な
油
分
や
表
面

の
汚
れ
を
落
と
し
、円
柱
状
の
大

き
な「
ド
ウ
」に
入
れ
て
、回
転
さ
せ

な
が
ら
水
洗
い
を
し
ま
す
。

　

さ
て
、こ
の
天
日
干
し
に
よ
っ

て
竹
材
を
乾
燥
さ
せ
る
期
間
は
、

七
十
五
日
。そ
の
間
は
雪
や
雨
が
降

っ
て
も
そ
の
ま
ま
だ
そ
う
で
す
。も

ち
ろ
ん
、雨
が
少
な
く
、低
温
の
年

が
良
質
な
竹
筆
軸
に
仕
上
が
る
そ

う
で
す
。

　

ま
た
、ま
ん
べ
ん
な
く
竹
材
を
乾

燥
さ
せ
る
た
め
に
は
、一
週
間
に
一

度
は
熊
手
で
竹
材
を
転
が
す「
天

地
返
し
」と
呼
ば
れ
る
作
業
を
行

い
ま
す
。こ
の
作
業
を
怠
る
と
、乾

燥
に
時
間
が
か
か
る
ほ
か
に
、表
面

に
青
い
シ
ミ
が
残
っ
た
り
、曲
が
っ
た

り
す
る
な
ど
の
問
題
が
起
き
る
そ

う
で
す
。

　

こ
う
し
て
乾
燥
し
た
竹
材
は
回

収
し
た
後
、互
い
に
こ
す
り
合
わ

せ
る
よ
う
に
洗
う
自
動
洗
浄
機
で
、

「
サ
ル
シ
粉
」と「
も
み
殻
」を
混

ぜ
て
水
洗
い
さ
れ
、さ
ら
に
表
皮
を

除
去
す
る
た
め
に
研
磨
機
に
か
け

ま
す
。硫
黄
薫
蒸
の
後
、河
原
に
一

日
干
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
作
業
を
終
え
た
後
、

一
定
の
太
さ
の
竹
材
を
選
り
分
け

る
た
め
に「
筆
軸
選
別
機
」に
か
け

ま
す
。こ
の
選
別
機
が
発
明
さ
れ

る
ま
で
は
、こ
の
作
業
は
す
べ
て
手

作
業
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、大

正
期
に
創
業
者
の
南
部
千
代
松
氏

が
設
計
し
た
も
の
を
、大
阪
の
鉄

工
所
に
製
作
依
頼
し
て
、筆
軸
選

別
機（
一
号
機
）が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
選
別
機
は
横
百
二
十
㌢
、

縦
三
百
十
五
㌢
の
大
き
さ
で
、左

右
二
連
ず
つ
分
か
れ
、エ
ボ（
筆
軸

の
細
い
方
）の
直
径
一
分
四
厘
～
三

分
二
厘（
約
〇・四
二
～
一
㌢
）以
上

の
二
十
段
階
の
太
さ
で
筆
軸
を
区

分
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
優
れ
も

の
で
、農
産
加
工
業
の「
近
代
化
遺

産
」の
一
つ
と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
て
選
別
さ
れ
た
筆
軸
で

す
が
、最
後
は
や
は
り
手
作
業
で
、

そ
の
光
沢
や
重
量
、太
さ
の
均
一
性

な
ど
の
品
質
を
さ
ら
に
細
か
く
チ
ェ

ッ
ク
し
、再
測
の
後
に
梱
包
さ
れ
製

品
と
な
り
ま
す
。

　

筆
軸
生
産
の
最
盛
期
は
昭
和

四
十
年（
一
九
六
五
）ご
ろ
で
、年
間

に
六
千
万
本
が
生
産
さ
れ
た
そ
う

で
す
。し
か
し
、近
年
は
安
価
な
外

国
製
品
の
流
入
や
少
子
化
な
ど
の

影
響
に
よ
り
国
内
生
産
は
激
減
し
、

同
業
者
も
全
国
で
わ
ず
か
二
社
し

か
な
い
そ
う
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、南
部
千
代
松

商
店
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝
南
部
千
代
松
商
店

　

☎（
９
５
４
）０
４
３
３

（
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課
）

▲竹筆軸の天日干し

▲筆軸選別機（１号機）


	表紙
	成人式１
	成人式２
	消防出初式１
	消防出初式２
	市政だより１
	市政だより２
	まもなく申告が始まります１
	まもなく申告が始まります２
	公民館へ行こう
	ズームアップ図書館
	暮らしのカレンダー１
	暮らしのカレンダー２
	スポーツトピックス
	わたしのあなたの健康
	情報BOX１
	情報BOX２
	情報BOX３
	情報BOX４
	読者のページ
	一口メモ
	まちのわだい１
	まちのわだい２
	ふるさと探訪

